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この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています 

● 管理組合だより 

● 敬老会事業の現状について、ハイツ東くん 

● 第６４回 狭山市民体育祭・堀兼地区大会 選手大募集！ 

● 脳梗塞に関する講演について 

● 入間川七夕まつりクリーンボランティアに参加 

●「不思議の国のハイツ」 

 第５回 手作り作品展開催（隔年開催）作品募集！ 

● 連載・最終回 山を楽しむ（１２） 

会心の山５ ぺテガリ岳（１７３６ｍ） 

● ハイツくんの近場旅 三富今昔村の巻 

● わくわく自然園からのお知らせ 

●ハイツ・おやくだち・ネット、季節の言葉 

● ハイツ掲示版、生活ごみ・資源回収表 

 

 

 

 

 

素敵なオブジェ発見！ 

（１６号棟入口付近） 

夏は何といっても流しソーメン！（NPOグリーンオフィスさやま）８月１８日（土）ふれあい広場にて 
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今月の記事 
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管
理
組
合
だ
よ
り

  
 

 

 
 綿

あ
め
作
り
に
孤
軍
奮
闘 

 
 

 

去
る
７
月
１４
日
土
曜
日
に
恒
例
の
新
狭
山
ハ
イ
ツ

夏
祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
管
理
組
合
で
は
伝
統
的
に

綿
あ
め
の
製
造
販
売
を
担
当
し
、
子
供
達
の
人
気
は
相

変
わ
ら
ず
で
し
た
。
や
は
り
綿
菓
子
は
お
祭
り
に
は
欠

か
せ
な
い
模
擬
店
で
す
ね
。 

 
 

 
 

            

こ
の
綿
菓
子
の
歴
史
は
わ
り
と
新
し
く
、
世
界
初
の

電
動
綿
菓
子
機
を
製
造
し
た
の
は
、
１
８
９
１
年
に
ア

メ
リ
カ
の
テ
ネ
シ
ー
州
、
ナ
ッ
シ
ュ
ビ
ル
の
菓
子
製
造

業
者
で
あ
る
、
ウ
イ
リ
ア
ム
、
モ
リ
ン
と
ジ
ョ
ン
、
ｃ
、

ウ
オ
ー
ト
ン
で
す
。
１
９
０
４
年
の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
世

界
博
覧
会
に
お
い
て
、
出
店
さ
れ
た
こ
の
商
品
は
、
１

箱
２５
セ
ン
ト
で
、
６
万
８
千
６
５
５
箱
も
売
れ
た
そ
う

で
す
。 

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
は
１２
月
７
日
を
「
綿
菓
子
の
日
」

と
し
て
い
る
そ
う
で
す
。
や
は
り
子
供
達
に
も
大
人
に

も
綿
菓
子
は
世
界
中
で
人
気
の
よ
う
で
す
。 

 

ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
設
置
後
の
悩
み 

  

現
在
順
次
ク
リ
ー
ン
キ
ー
パ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
今
ま
で
本
当
に
悩
み
の
原
因
だ
っ
た
カ
ラ
ス
に

よ
る
ゴ
ミ
の
散
乱
被
害
が
聞
か
れ
な
く
な
り
、
カ
ラ
ス

の
姿
も
、
ほ
と
ん
ど
見
ま
せ
ん
の
で
、
ク
リ
ー
ン
キ
ー

パ
ー
の
効
果
は
大
い
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
新
た
な
悩
み
の
原
因
が
発
生
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
鳩
で
す
。
今
ま
で
カ
ラ
ス
が

頻
繁
に
出
没
し
て
エ
サ
で
あ
る
ゴ
ミ
を
漁
っ
て
い
た
の

が
、
そ
れ
が
出
来
な
く
な
り
、
カ
ラ
ス
が
餌
場
を
他
の

場
所
に
移
動
し
、
来
な
く
な
っ
た
途
端
に
今
度
は
鳩
が

今
ま
で
天
敵
だ
っ
た
カ
ラ
ス
が
来
な
い
の
を
幸
い
に
ど

ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す
。
そ
こ
ら
中
に
糞
を
ま
き
ち
ら

し
、
洗
濯
物
を
汚
す
と
い
う
被
害
報
告
が
頻
繁
に
届
い

て
い
ま
す
。
管
理
組
合
と
し
て
も
対
策
を
練
っ
て
い
ま

す
が
、
現
在
考
え
ら
れ
る
の
は
、
物
置
の
隙
間
か
ら
鳩

が
入
り
込
み
、
物
置
の
中
に
巣
を
作
っ
て
い
る
よ
う
な

の
で
す
。
対
策
と
し
て
は
物
置
の
隙
間
に
２
ℓ
の
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
に
満
タ
ン
に
水
を
入
れ
、
並
べ
て
置
く
と
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
が
重
い
し
、
光
が
反
射
し
て
近
づ
き
に

く
い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。 

実
施
し
て
み
て
下
さ
い
。 

              

２
０
１
８
年
度
の
専
門
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
が
決

ま
り
ま
し
た 

 

今
月
は
掲
載
の
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
の
で
、来
月
号
で
、

第
１
回
会
議
の
様
子
等
も
含
め
て
、
メ
ン
バ
ー
の
紹
介

を
掲
載
い
た
し
ま
す
。 

  

ヨーヨーの準備中の加藤理事長（右） 

綿あめ作りに奮闘中の吉田副理事長（左） 

 

鳩の侵入防止のため、物置の下の隙間にペット

ボトルに水を満タンにして、並べておく 
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自
治
会
長 

 

中
村 

雅
昭 

現
在
、
狭
山
市
長
寿
安
心
課
の
敬
老
会
事
業
は
、
狭

山
市
社
会
福
祉
協
議
会
を
通
じ
て
、
７５
才
以
上
の
高
齢

者
を
対
象
（
ハ
イ
ツ
３
１
０
名
）
に
、
各
自
治
会
単
位

で
毎
年
９
月
を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
イ
ツ

で
は
、
９
月
１７
日
（
祝
）
に
「
寿
荘
」
を
会
場
と
し
て
、

昼
食
弁
当
、
お
飲
み
物
を
参
加
者
（
約
５０
名
）
に
供
し
、

市
長
を
始
め
と
し
た
、
来
賓
の
方
々
を
お
招
き
し
、
演

芸
等
お
楽
し
み
会
を
挙
行
し
、
不
参
加
の
方
に
は
、
記

念
品
を
お
届
け
し
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
堀
兼
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
（
支
部
社
協
）

で
は
、
７５
才
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
方
（
７５
才
以
上

の
高
齢
者
世
帯
含
む
）
を
対
象
に
、
緊
急
時
対
応
防
災 

 

         

 

グ
ッ
ズ
「
ホ
リ
ガ
ネ
く
ん
」
を
配
布
し
て
お
り
ま
す
。 

例
年
６
月
頃
か
ら
、
長
寿
安
心
課
よ
り
、
７５
才
以
上
の

居
住
者
リ
ス
ト
が
自
治
会
長
に
提
示
さ
れ
、
民
生
委
員

の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
、
配
布
対
象
者
を
確
定
し
て

い
ま
す
。
本
年
度
１０
名
の
方
（
世
帯
含
む
）
に
８
月
中

旬
に
手
渡
し
ま
し
た
。 

       

     

   

     

   

 

厚
生
部
副
会
長 

釘
本
英
長 

 

秋
空
の
下
、
堀
兼
地
区
１７
自
治
会
が
ふ
れ
あ
う
体
育

祭
が
近
づ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。
競
技
種
目
は
、
綱
引

き
、
玉
入
れ
、
リ
レ
ー
の
他
に
、
親
子
で
な
か
よ
く
、

空
き
缶
た
お
し
な
ど
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
新
狭
山
ハ
イ
ツ
は
例
年
、

残
念
な
が
ら
選
手
不
足
で
全
て
の
競
技
に
出
ら
れ
な
い

こ
と
が
多
く
、
得
点
が
取
れ
ま
せ
ん
。
昨
年
「
せ
め
て

リ
レ
ー
だ
け
は
出
よ
う
よ
！
」
と
言
う
前
向
き
な
意
見

が
、
選
手
席
か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。 

わ
れ
こ
そ
は
と
思
う
方
、
ま
た
親
子
で
楽
し
い
思
い

出
を
作
り
た
い
方
な
ど
な
ど
、ぜ
ひ
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

当
日
の
お
弁
当
、
飲
み
物
は
用
意
し
ま
す
。 

お
申
込
み
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

選
手
、
ま
た

応
援
だ
け
で
も
OK
！ 

 
 

   

 

   

第

回
狭
山
市
民
体
育
祭
・
堀
兼
地
区
大
会 

選
手
大
募
集
！

日

時 
 

１０
月
７
日
（
日
）
８
時
～ 

 

場

所 
 

堀
兼
中
学
校
校
庭 

（
雨
天
中
止
） 

※
開
催
の
時
は
、
６
時
３０
分
に
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。 

お
申
込
先 

℡ 

０
９
０-

５
４
０
９-

７
０
５
３ 

 

釘
本
ま
で
！ 

応
募
締
切
日
〓
９
月
２０
日
で
す
。 

敬
老
会
事
業
の
現
状
に
つ
い
て

災害用 ライト付ラジオ 
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抗酸化力の高い食材をプラスして脳梗塞予防効果を高める 

 

 
●材料（２人分） 

マグロ（刺身用）       120ｇ 

にんにく・しょうが    各 1/2 片 

ごま           小さじ 2 

ごはん         茶碗 2 杯分 

うずらの卵          2個 

青しそ            4枚 

Ａ 味噌（できれば赤）  大さじ 1 

  砂糖        小さじ 1/2 

  コチュジャン     小さじ 1 

しょうゆ           適量 

   

 

ハ
イ
ツ
寿
会
会
長 

 

嶋
田 

敏
三 

悠
々
ク
ラ
ブ
創
立
五
十
周
年
記
念
み
ん
な
の
健
康
塾

の
案
内
に
よ
り
、
当
寿
会
は
脳
梗
塞
に
つ
い
て
の
講
演

を
８
月
６
日
集
会
所
で
開
催
し
ま
し
た
。 

講
師
は
石
心
会
病
院
、
脳
神
経
外
科
副
部
長
近
藤
竜

史
先
生
で
す
。 

当
日
は
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
猛
暑
で
し
た
が
多
数

の
方
に
参
加
頂
き
ま
し
た
。
暑
さ
に
め
げ
ず
元
気
に
受

講
さ
れ
た
皆
様
は
健

康
に
関
心
が
高
い
と

共
に
パ
ワ
ー
を
感
じ

ま
し
た
。 

さ
て
、
講
演
は
映
写

を
見
な
が
ら
脳
に
関

す
る
脳
血
栓
に
よ
る

脳
血
管
の
一
部
が
閉

塞
す
る
脳
梗
塞
、
動
脈

が
破
れ
る
脳
卒
中
、
血

管
が
破
れ
て
く
も
膜

下
腔
出
血
す
る
く
も
膜
下
出
血
、
冠
動
脈
が
閉
塞
す
る

心
筋
梗
塞
、
脳
に
血
液
を
送
る
首
に
あ
る
頸
動
脈
に
動

脈
硬
化
の
有
無
を
エ
コ
ー
で
検
査
等
治
療
方
法
と
予
防

に
つ
い
て
詳
し
く
説
明
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。 

以
上
の
疾
病
は
大
変
怖
く
万
一
発
症
し
た
ら
４
時
間

以
内
に
救
急
処
置
が
必
要
、
石
心
会
病
院
は
２４
時
間
態

勢
と
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ら
脳
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
な

い
予
防
に
次
の
こ
と
を
守
る
こ
と
が
肝
心
か
と
思
わ
れ

ま
す
。 

先
ず
禁
煙
、
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
及
び
血
圧
の
基

準
内
に
抑
え
る
、
そ
し
て
寝
る
前
も
朝
も
日
々
水
分
を

十
分
補
給
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

                   

     

緑
化
推
進
本
部 

毛
塚 

宏 

８
月
４
日
（
土
）、
緑
化
推
進
本
部
の
メ
ン
バ
ー
１７
名

が
「
入
間
川
七
夕
ま
つ
り
ク
リ
ー
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

に
参
加
。
猛
暑
の
も
と
、
会
場
の
３
つ
の
エ
リ
ア
を
対

象
に
１２
カ
所
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
ゴ
ミ
を
カ
ゴ
で

６
種
類
に
分
別
）
の
設
置
作
業
を
行
な
っ
た
。
こ
の
活

動
に
は
平
成
１５
年
か
ら
参
加
し
て
お
り
今
回
が
１６
年

回
目
と
な
る
。
作
業
時
間
は
祭
り
が
始
ま
る
前
の
午
前

中
の
１
時
間
余
り
な
の
だ
が
猛
暑
の
下
で
の
作
業
は
体

に
こ
た
え
た
。 

            

●材料（2人分） 

①ごはんにＡを加え、切るよ

うに混ぜる。 

②マグロは 1 ㎝角に切る。 

③青しそは細切りにする。 

④にんにく、しょうがはみじ

ん切りにする。 

⑤ボウルにマグロ、にんに

く、しょうが、ごまを入れて

混ぜ合わせ、しょうゆで味を

調える。 

⑥器にごはんを盛り、青じそ

を敷いて⑤を乗せ、中央にう

ずらの卵を飾る。 
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▽第５回手作り作品展：平成３０年１０月６日（土）～７（日） 

▽応募要項は、集会所のカウンターにあります。  

手作り作品展実行委員長 金子守男 

連絡先：ハイツ１２―２０１ 

携 帯：０８０―３３８２―３７１４ 

 

 

   

主
催
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
ィ
ス
さ
や
ま 

「
ハ
イ
ツ
手
作
り
作
品
展
」
は
、
ハ
イ
ツ
や
こ
の
地

域
の
人
達
の
独
自
な
発
表
の
場
と
し
て
、
ま
た
交
流
の

場
と
し
て
、
今
年
で
５
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
ハ

イ
ツ
が
生
ま
れ
て
４５
年
。
ハ
イ
ツ
の
緑
も
大
木
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
住
ん
で
い
る
人
達
も
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
心
の
元
気
に
年
齢
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

思
い
の
ま
ま
を
表
現
し
て
御
出
展
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。 

室
内
展
示
で
は
、
絵
画
（
油
彩
・
水
彩
）・
写
真
・
書

・
彫
刻
・
版
画
・
陶
芸

・
文
芸
作
品
・
工
芸
・

手
芸
・
イ
ラ
ス
ト
等
が

あ
り
、
力
作
が
寄
せ
ら

れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。 

屋
外
展
示
で
は
、
「

ま
ち
か
ど
ギ
ャ
ラ
リ

ー
」
と
称
し
て
、
彫
刻

や
オ
ブ
ジ
ェ
、
な
ど
を

道
端
や
公
園
に
展
示

し
、
い
つ
も
と
違
う
ハ

イ
ツ
の
風
景
を
作
り

だ
す
計
画
で
す
。
も
う 

   

  

一
つ
の
展
示
は
「
マ
イ
ハ
ウ
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
で
す
。

こ
れ
は
作
品
と
併
せ
て
作
者
の
仕
事
場
を
実
際
に
見
学

し
て
頂
き
、
作
品
世
界
を
よ
り
深
く
理
解
し
よ
う
と
す

る
展
示
で
す
。 

作
品
と
の
出
会
い
、人
と
の
出
会
い
、新
し
い
表
現
、 

を
求
め
て
手
作
り
作
品
展
に
集
い
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て 

コ
コ
ベ
リ
ー
で
お
茶
し
ま
し
ょ
う
。 

（
実
行
委
員
長 

金
子 

守
男
）              

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

                        
 

 
 

  
 

 

 

室
内
展
示
風
景 

第４回の様子  

巨
大
ピ
タ
ゴ
ラ
装
置 
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会
心
の
山
５ 

ペ
テ
ガ
リ
岳
（
１
７
３
６
ｍ
） 

２０
ー
４
０
４ 

山
本
進
吾 

 

ペ
テ
ガ
リ
岳
は
ア
イ
ヌ
語
で
「
回
遊
す
る
川
」
ペ
テ

ガ
リ
川
の
水
源
に
あ
る
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
い

う
。
ま
た
「
遙
か
な
る
山
」
と
い
う
異
名
も
持
つ
。
ア

プ
ロ
ー
チ
が
な
く
長
い
間
険
悪
な
沢
に
阻
ま
れ
て
い
た

た
め
だ
。
初
登
は
１
９
３
２
年
夏
、
慶
応
大
学
だ
っ
た

が
、
冬
期
は
北
海
道
大
学
山
岳
部
に
よ
る
四
度
の
挑
戦

で
、
４３
年
、
コ
イ
カ
ク
か
ら
の
ロ
ン
グ
ア
タ
ッ
ク
で
登

ら
れ
た
。
二
度
目
の
と
き
は
雪
崩
に
よ
り
１０
人
中
８
人

を
失
う
と
い
う
悲
惨
な
事
故
も
起
こ
し
て
い
る
。
ダ
ム

工
事
や
林
業
の
た
め
の
道
路
が
造
ら
れ
、
６９
年
西
尾
根

が
開
削
さ
れ
、
ペ
テ
カ
リ
山
荘
か
ら
日
帰
り
で
き
る
と

い
う
夢
の
よ
う
な
時
期
も
あ
っ
た
。
だ
が
私
た
ち
が
登

っ
た
０４
年
７
月
は
、
林
道
は
す
べ
て
通
行
止
め
だ
っ
た
。 

 

同
行
は
み
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の
Ｉ
Ｔ
氏
、
Ｎ
Ｈ

女
史
、
Ｙ
Ｉ
女
史
、
カ
タ
ク
リ
会
の
Ｈ
Ｈ
氏
、
そ
れ
に

案
内
役
と
し
て
札
幌
の
Ｔ
Ｍ
氏
・
Ｋ
Ｍ
氏
夫
妻
。
７
月

１７
日
１１
時
３３
分
、
神
威
山
荘
の
５
０
０
ｍ
手
前
で
渡

渉
す
る
。
し
ば
ら
く
作
業
道
を
歩
き
、
や
が
て
シ
ュ
オ

マ
ナ
イ
川
を
遡
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
固
定
ロ
ー
プ
の

あ
る
岩
場
を
２
ヶ
所
通
過
し
、
標
高
６
５
０
ｍ
の
峠
を

越
え
る
。
赤
テ
ー
プ
に
導
か
れ
、
ベ
ッ
ピ
リ
ガ
イ
沢
へ

笹
の
中
の
泥
道
を
急
下
降
す
る
。
沢
に
下
り
立
つ
と
、

少
し
歩
き
や
す
く
な
っ
た
。
林
道
に
出
る
と
乗
用
車
が

あ
る
。
放
置
車
か
と
思
っ
た
が
、
１６
時
１０
分
、
ペ
テ

カ
リ
山
荘
に
着
く
と
、
こ
こ
に
も
車
が
数
台
。
聞
け
ば

釣
り
人
の
情
報
網
で
三
石
町
か
ら
ゲ
ー
ト
を
開
け
て
入

り
込
ん
だ
車
だ
っ
た
。
ク
ー
ラ
ー
ボ
ッ
ク
ス
で
冷
え
た

ビ
ー
ル
を
呑
ん
で
い
る
彼
ら
を
恨
め
し
く
眺
め
な
が
ら
、

１
本
の
ビ
ー
ル
を
３
人
で
分
け
て
呑
む
し
か
な
か
っ
た
。 

１８
日
５
時
５５
分
、
山
荘
を
後
に
す
る
。
ト
ド
マ
ツ

の
樹
林
の
中
、
九
十
九
折
の
道
を
登
る
。
汗
ま
み
れ
に

な
り
な
が
ら
一
気
に
高
度
を
稼
ぎ
、
７
時
４０
分
、
１
０

５
０
ｍ
峰
を
越
え
る
。
１
８
３
９
峰
や
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ

岳
が
見
え
る
は
ず
だ
が
、
す
べ
て
雲
の
中
。
き
つ
い
ア

ッ
プ
ダ
ウ
ン
を
繰
り
返
し
な
が
ら
高
度
を
上
げ
る
。
ダ

ケ
カ
ン
バ
と
チ
シ
マ
ザ
サ
の
中
を
奮
闘
し
、
１
２
５
０

ｍ
峰
、
さ
ら
に
イ
ワ
ツ
メ
ク
サ
や
エ
ゾ
ツ
ツ
ジ
な
ど
を

愛
で
つ
つ
１
１
９
１
ｍ
峰
を
越
え
、
急
登
し
ば
し
で
１

３
０
２
ｍ
峰
に
立
つ
。
眼
前
に
ペ
テ
ガ
リ
岳
が
眺
め
ら

れ
る
が
、
こ
こ
か
ら
１
０
０
ｍ
下
り
、
鞍
部
か
ら
標
高

差
に
し
て
５
０
０
ｍ
を
直
線
的
に
登
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
登
り
返
し
が
辛
か
っ
た
。
山
頂
に
立
っ
た

の
は
１２
時
０５
分
。
日
高
遭
対
協
の
立
派
な
山
名
標
識

が
立
っ
て
い
る
。
展
望
は
３
６
０
度
の
は
ず
だ
が
、
ガ

ス
に
遮
ら
れ
て
望
め
な
い
。
帰
り
も
時
間
が
か
か
る
の

で
滞
頂
３０
分
で
折
り
返
す
こ
と
に
し
た
。
来
た
道
を
忠

実
に
戻
る
。
水
は
２
人
で
５
０
０
ｍｌ
を
５
本
持
っ
て
出

た
が
、
山
頂
ま
で
で
３
本
が
空
に
な
っ
た
。
残
り
を
大

事
に
し
な
け
れ
ば
。
登
り
返
し
た
１
３
０
２
ｍ
峰
で
は

ル
ベ
ツ
ネ
や
ヤ
オ
ロ
マ
ッ
プ
、
神
威
岳
な
ど
が
姿
を
現

わ
し
た
。
展
望
を
楽
し
み
な
が
ら
き
つ
い
ア
ッ
プ
ダ
ウ

ン
に
堪
え
る
。
帰
り
も
長
い
。
さ
す
が
の
Ｉ
Ｔ
氏
も
膝

を
痛
め
、
し
ば
し
ば
座
り
込
ん
で
い
た
。
ペ
テ
カ
リ
山

荘
に
戻
っ
た
の
は
１７
時
４７
分
だ
っ
た
。
実
に
１２
時
間

の
ロ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
、
や
は
り
遙
か
な
る
山
ペ
テ
ガ
リ

だ
っ
た
。 

            

 
 

    

  

 

連
載
・
最
終
回 

山
を
楽
し
む
（
１２
） 

山
本
進
吾
さ
ん
、
長
い
間
「
山
を
楽
し
む
」
の
連
載
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
題
名
の
通
り
、
ご
家
族
で
、

ま
た
お
仲
間
と
ご
一
緒
の
山
行
、
時
に
ド
キ
ド
キ
ハ
ラ

ハ
ラ
し
な
が
ら
楽
し
ま
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
次
回
か

ら
、
山
本
さ
ん
と
同
じ
く
登
山
家
で
あ
り
、
鳥
瞰
図
研

究
の
第
一
人
者
で
あ
る
４
号
棟
に
お
住
ま
い
の
藤
本

一
美
さ
ん
の
『
地
歴
探
索
を
楽
し
む
』
が
始
ま
り
ま
す
。

お
楽
し
み
に
！ 

 

ペテガリ岳山頂にて 
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産
業
廃
棄
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
率

９８
％
を
達
成
し
た
石
坂
産
業
が
作
っ

た
里
山
環
境
教
育
フ
ィ
ー
ル
ド
「
三

富
今
昔
村
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
「
交
流
プ
ラ
ザ
」
で
入
村
手

続
き
。
大
人
だ
け
森
の
再
生
保
全
費

と
し
て
５
０
０
円
払
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
く
ぬ
ぎ
の
森

を
散
策
。
そ
こ
で
、
こ
ん
な
で
っ
か
い
キ
ノ
コ
を
発
見

し
ま
し
た
よ
！
ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク
に
は
ミ
ニ

ト
レ
イ
ン
が
走
っ
て
ま
す
。
大
人
で
も
乗
れ
ま
す
。
そ

の
他
、
ツ
リ
ー
ハ
ウ
ス
や
、
く
ぬ
ぎ
の
森
の
鎮
守
神
ま

で
あ
っ
て
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
ま
す
。
お

食
事
は
交
流
プ
ラ
ザ
で
出
来
ま
す
。
お
弁
当
も
持
っ
て

い
っ
て
い
い
の
で
す
が
、

手
作
り
で
は
な
い
お
弁

当(

コ
ン
ビ
ニ
弁
当
な
ど
）

は
Ｎ
Ｇ
。
五
感
で
自
然
を

楽
し
む
た
め
ボ
ー
ル
な

ど
の
遊
具
の
持
込
も
Ｎ

Ｇ
。
ゴ
ミ
の
行
方
を
考
え

る
き
っ
か
け
と
し
て
ゴ

ミ
箱
も
あ
り
ま
せ
ん
。
環

境
へ
の
強
い
こ
だ
わ
り
を
感
じ
ま
す
ね
。
工
場
見
学
を

は
じ
め
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
あ
り
ま
す
。

次
は
何
を
体
験
し
よ
う
か
な
♪ 

編
集
部 

 
 

   
 

 

       
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

  
わ
く
わ
く
自
然
園
を
守
り
育
て
る
会 

毛
塚 

宏 

●
今
月
の
開
園
日
：
第
二
と
第
四
日
曜
日
、 

９
時
～
１７
時
迄
。 

●
見
ど
こ
ろ
：
池
一
面
に
咲
く
ス
イ
レ
ン
（
白
色
）

や
ガ
ガ
ブ
タ
（
白
色
）、
池
周
囲
の
ミ
ソ
ハ
ギ
（
桃

色
）。
各
種
ト
ン
ボ
が
飛
来
し
ま
す
。

残
暑
が
厳
し
い
で
す
が
多
様
な
生

き
物
た
ち
と
の
出
会
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。
猛
暑
で
心
配
さ
れ
た
池

の
水
不
足
は
台
風
や
雷
雨
の
お
蔭

で
湛
水
で
き
ホ
ッ
ト
し
ま
し
た
。 

   

◎
コ
コ
ベ
リ
ー
の
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
紹
介 

 

コ
コ
ベ
リ
ー
の
手
作
り
マ
ー
ケ
ッ
ト
（
手
作
り
品
コ

ー
ナ
ー
）
で
は
、
手
作
り
が
得
意
な
方
の
作
品
を
展
示
・

販
売
し
て
い
ま
す
。
か
わ
い
い
ビ
ー
ズ
の
ア
ク
セ
サ
リ

ー
や
、
バ
ッ
ク
・
イ
ン
・
バ
ッ
ク

な
ど
の
小
物
か
ら
、
畳
へ
り
で
作

っ
た
バ
ッ
ク
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
。
畳
へ
り
の
バ
ッ
ク
は
、

と
て
も
軽
く
て
お
し
ゃ
れ
で
、
た

だ
い
ま
人
気
で
す
。 

 

          

   ハ
イ
ツ
・
お
や
く
だ
ち
・
ネ
ッ
ト 

季
節
の
言
葉 

 

彼
岸
花
ふ
と
振
り
返
る
吾
が
齢

よ
わ
い 

ク
ワ
ガ
タ
を
三
日
飼
ひ
み
て
放
し
け
り 

茄
子
胡
瓜
牛
馬
に
仕
立
て
盂
蘭
盆
会

う

ら

ぼ

ん

え 

 

義
則 

ところ 埼玉県入間郡三芳町上富緑１５８９-２ 

でんわ ０４９-２５９-６５６５ 

ハ
イ
ツ
く
ん
の
近
場
旅 

三
富
今
昔
村
の
巻 
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は
い
つ
ニ
ュ
ー
ス
第
５
２
５
号
（
２
０
１
８
年
９
月
５
日
発
行
） 

発
行
責
任
者 

中
村
雅
昭 

／ 

編
集
・
印
刷 

 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
グ
リ
ー
ン
オ
フ
イ
ス
さ
や
ま 

  
 

 
 

 

☆
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん 

 
―
４
０
３ 

小
阪 

弘
之 

様 

次
女 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

結
菜
（
ゆ
な
）
ち
ゃ
ん 

☆
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
（
自
治
会
新
会
員
） 

 

４
―
２
０
５ 
藤
森 

京
子 

様 

☆
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

愛
の
募
金 

 
 

 

５
８
，
９
６
９
円 

 

社
会
福
祉
協
議
会
会
員
募
集 

件 

☆
コ
コ
ベ
リ
ー
開
店
日 

集
会
所
・
第
２
会
議
室 

 

９
月
６
日
（
木
）
・

日
（
木
）

時
～

時 

☆
買
物
支
援
の
日 

詳
し
く
は
申
し
込
み
時
に 

 

９
月

日
（
火
）
・

日
（
火
） 

☆
風
見
ど
り
の
日 

集
会
所
・
サ
テ
ラ
イ
ト 

 

９
月

日
（
木
） 

歌
の
会 

 
 

 

日
（
木
） 

手
作
り
遊
び
の
日 

 
 

☆
敬
老
会 

寿
荘 

 

９
月

日
（
祝
・
月
）

時

分
～ 

☆
☆
自
治
会
の
時
間
（
広
報
ひ
ろ
ば
に
て
放
映
） 

「
狭
山
市
総
合
防
災
訓
練
」 

７
時

分
～ 

時

分
～ 

 

 

時

分
～ 

 

時

分
～ 

ハ
イ
ツ
掲
示
板 

日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 31 1

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル もやすごみ

2 3 4 5 6 7 8

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

9 10 11 12 13 14 15

プラ もやすごみ
もやさないごみ
生ごみリサイクル

古紙・古布 もやすごみ

16 17 18 19 20 21 22

アルミ缶 プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

育成会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

23 24 25 26 27 28 29

プラ もやすごみ
ペットボトル

生ごみリサイクル
古紙・古布 もやすごみ

30 1 2 3 4 5 6

プラ もやすごみ 生ごみリサイクル

寿会
古紙・古布回収
ビン・缶・電池

もやすごみ

☆寿会・育成会・アルミ缶の回収は多少の雨でも決行します。
　旗（寿会：赤色、育成会：黄色、アルミ缶：青色）を目印によろしくお願いいたします。
☆詳しい出し方などは狭山市の［生活ごみの分け方・出し方］をご覧ください。
☆生活ごみを出す時間は、〈収集日の朝・午前８時まで〉です。

9月生活ごみ・資源回収表

　〈びん・缶・乾電池〉は第１・３木曜日です


